
（単位：円）

金額 金額

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 88,581,422,821 固定負債 36,006,718,566

有形固定資産 84,106,293,838 地方債 22,973,140,471

事業用資産 30,217,601,508 長期未払金 0

土地 15,214,684,519 退職手当引当金 1,674,672,000

立木竹 333,255,897 損失補償等引当金 4,263,000

建物 29,783,906,063 その他 11,354,643,095

建物減価償却累計額 △ 17,692,477,645 流動負債 2,494,278,190

工作物 4,864,470,266 1年内償還予定地方債 2,118,047,622

工作物減価償却累計額 △ 2,349,043,092 未払金 65,203,967

船舶 0 未払費用 0

船舶減価償却累計額 0 前受金 0

浮標等 0 前受収益 0

浮標等減価償却累計額 0 賞与等引当金 127,643,789

航空機 0 預り金 132,962,149

航空機減価償却累計額 0 その他 50,420,663

その他 62,805,500 38,500,996,756

その他減価償却累計額 0 【純資産の部】

建設仮勘定 0 固定資産等形成分 90,916,279,999

インフラ資産 53,570,121,076 余剰分（不足分） △ 35,377,773,678

土地 8,079,359,240 他団体出資等分 0

建物 766,457,970

建物減価償却累計額 △ 547,293,299

工作物 79,866,013,791

工作物減価償却累計額 △ 34,852,410,404

その他 9,670,424

その他減価償却累計額 0

建設仮勘定 248,323,354

物品 1,371,146,387

物品減価償却累計額 △ 1,052,575,133

無形固定資産 793,610,864

ソフトウェア 62,697,601

その他 730,913,263

投資その他の資産 3,681,518,119

投資及び出資金 4,403,727,400

有価証券 203,638,400

出資金 4,200,089,000

その他 0

投資損失引当金 △ 4,061,803,084

長期延滞債権 269,597,922

長期貸付金 22,978,000

基金 3,078,413,776

減債基金 157,246,000

その他 2,921,167,776

その他 0

徴収不能引当金 △ 31,395,895

流動資産 5,458,080,256

現金預金 2,947,419,653

未収金 206,147,823

短期貸付金 0

基金 2,334,857,178

財政調整基金 2,134,685,760

減債基金 200,171,418

棚卸資産 4,018,710

その他 0

徴収不能引当金 △ 34,363,108

繰延資産 0 55,538,506,321

94,039,503,077 94,039,503,077

純資産合計

資産合計 負債及び純資産合計

負債合計

【様式第１号】

全体貸借対照表
（令和05年03月31日現在）

科目 科目



（単位：円）

金額

経常費用 22,329,109,610

業務費用 10,340,883,126

人件費 2,523,212,473

職員給与費 1,931,882,010

賞与等引当金繰入額 125,824,789

退職手当引当金繰入額 0

その他 465,505,674

物件費等 7,369,091,100

物件費 3,912,367,366

維持補修費 470,767,993

減価償却費 2,985,955,741

その他 0

その他の業務費用 448,579,553

支払利息 192,125,278

徴収不能引当金繰入額 48,697,474

その他 207,756,801

移転費用 11,988,226,484

補助金等 11,150,714,881

社会保障給付 817,350,369

他会計への繰出金 0

その他 20,161,234

経常収益 2,184,321,490

使用料及び手数料 1,879,890,570

その他 304,430,920

純経常行政コスト 20,144,788,120

臨時損失 119,173,766

災害復旧事業費 114,800,400

資産除売却損 0

投資損失引当金繰入額 0

損失補償等引当金繰入額 4,263,000

その他 110,366

臨時利益 57,424,619

資産売却益 0

その他 57,424,619

純行政コスト 20,206,537,267

【様式第２号】

科目

全体行政コスト計算書
（自　令和04年04月01日）

（至　令和05年03月31日）



（単位：円）

固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）

他団体出資等分

前年度末純資産残高 58,717,000,006 95,284,091,002 △ 36,567,090,996 0

純行政コスト（△） △ 20,206,537,267 △ 20,206,537,267 0

財源 20,655,747,706 20,655,747,706 0

税収等 13,110,077,978 13,110,077,978 0

国県等補助金 7,545,669,728 7,545,669,728 0

本年度差額 449,210,439 449,210,439 0

固定資産等の変動（内部変動） △ 390,307,176 390,307,176

有形固定資産等の増加 2,165,844,113 △ 2,165,844,113

有形固定資産等の減少 △ 3,157,895,206 3,157,895,206

貸付金・基金等の増加 1,702,180,973 △ 1,702,180,973

貸付金・基金等の減少 △ 1,100,437,056 1,100,437,056

資産評価差額 0 0

無償所管換等 △ 3,818,435,584 △ 3,818,435,584

他団体出資等分の増加 0 0

他団体出資等分の減少 0 0

比例連結割合変更に伴う差額 0 0

その他 190,731,460 △ 159,068,243 349,799,703

本年度純資産変動額 △ 3,178,493,685 △ 4,367,811,003 1,189,317,318 0

本年度末純資産残高 55,538,506,321 90,916,279,999 △ 35,377,773,678 0

【様式第３号】

全体純資産変動計算書
（自　令和04年04月01日）

（至　令和05年03月31日）

科目 合計



（単位：円）

金額
【業務活動収支】

業務支出 19,290,502,942
業務費用支出 7,302,276,458

人件費支出 2,545,925,915
物件費等支出 4,358,711,883
支払利息支出 192,125,278
その他の支出 205,513,382

移転費用支出 11,988,226,484
補助金等支出 11,150,714,881
社会保障給付支出 817,350,369
他会計への繰出支出 0
その他の支出 20,161,234

業務収入 21,965,498,306
税収等収入 12,898,890,194
国県等補助金収入 6,897,688,834
使用料及び手数料収入 1,864,618,074
その他の収入 304,301,204

臨時支出 114,910,766
災害復旧事業費支出 114,800,400
その他の支出 110,366

臨時収入 443,520
業務活動収支 2,560,528,118
【投資活動収支】

投資活動支出 3,702,487,409
公共施設等整備費支出 2,006,119,566
基金積立金支出 1,302,049,843
投資及び出資金支出 334,318,000
貸付金支出 60,000,000
その他の支出 0

投資活動収入 2,009,438,602
国県等補助金収入 668,744,362
基金取崩収入 1,035,085,217
貸付金元金回収収入 64,858,915
資産売却収入 5,932,884
その他の収入 234,817,224

投資活動収支 △ 1,693,048,807
【財務活動収支】

財務活動支出 2,158,040,343
地方債償還支出 2,158,040,343
その他の支出 0

財務活動収入 1,379,394,000
地方債発行収入 1,124,600,000
その他の収入 254,794,000

財務活動収支 △ 778,646,343
88,832,968

2,725,624,536
0

2,814,457,504

前年度末歳計外現金残高 161,429,741
本年度歳計外現金増減額 △ 28,467,592
本年度末歳計外現金残高 132,962,149
本年度末現金預金残高 2,947,419,653

本年度資金収支額
前年度末資金残高

本年度末資金残高

【様式第４号】

全体資金収支計算書
（自　令和04年04月01日）

（至　令和05年03月31日）

科目

比例連結割合変更に伴う差額



全体財務書類 注記

１．重要な会計方針
(1)　有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法
　① 有形固定資産･･････････････････････････････取得原価
　　　ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
　　ア 昭和59年度以前に取得したもの････････････再調達原価
　　　ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。
　　イ 昭和60年度以後に取得したもの
　　　取得原価が判明しているもの･･･････････････取得原価
　　　取得原価が不明なもの･････････････････････再調達原価
　　ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。
　② 無形固定資産･･････････････････････････････取得原価
　　ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
　　取得原価が判明しているもの･････････････････取得原価
　　取得原価が不明なもの･･･････････････････････再調達原価
　なお、地方公営企業法が適用される会計については、地方公営企業会計基準によります。

(2)　有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法
　① 満期保有目的有価証券･･････････････････････償却原価法（定額法）
　② 満期保有目的以外の有価証券
　　ア 市場価格のあるもの･･････････････････････会計年度末における市場価格
　　（売却原価は移動平均法により算定）
　　イ 市場価格のないもの･･････････････････････取得原価
　③ 出資金
　　ア 市場価格のあるもの･･････････････････････会計年度末における市場価格
　　（売却原価は移動平均法により算定）
　　イ 市場価格のないもの･･････････････････････出資金額

(3)　棚卸資産の評価基準及び評価方法
　　個別法による低価法

(4)　有形固定資産等の減価償却の方法
　① 有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法
　　　なお、主な耐用年数は以下のとおりです。
　　　建物 10年～50年
　　　工作物 9年～60年
　　　物品 2年～10年
　② 無形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法
　　（ソフトウェアについては、当市における見込利用期間（5年）に基づく定額法）
　③ リース資産
　　ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　･･････････自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法
　　イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　･･････････リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法

(5)　引当金の計上基準及び算定方法
　① 投資損失引当金

　市場価格のない投資及び出資金のうち、連結対象団体（会計）に対するものについて、
実質価額が著しく低下した場合における実質価額と取得価額との差額を計上しています。

　② 徴収不能引当金
　未収金については、過去５年間の平均不納欠損率により（又は個別に改修可能性を検討
し）、徴収不能見込額を計上しています。
長期延滞債権については、過去５年間の平均不納欠損率により（又は個別に改修可能性を
検討し）、徴収不能見込額を計上しています。
長期貸付金については、個別に改修可能性を検討し、徴収不能見込額を計上しています。
　ただし、一部の対象団体においては、法人税法に規定する法定繰入率に基づく繰入限度
額によっています。

　③ 退職手当引当金
　　　期末自己都合要支給額を計上しています。



　④ 損失補償等引当金
　履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体の財政の健全化に
関する法律に規定する将来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上しています。

　⑤ 賞与等引当金
　翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見
込額について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。

(6)　リース取引の処理方法
　① ファイナンス・リース取引
　　　通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
　② オペレーティング・リース取引
　　　通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

(7)　全体資金収支計算書における資金の範囲
　現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（容易に換金可能であり、かつ、価値
変動が僅少なもので、６ヶ月以内に満期日が到来する流動性の高い投資をいいます。ただ
し、一般会計等においては、当市資金管理方針において、歳計現金等の保管方法として規
定した預金等をいいます。）
　なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払
いを含んでいます。

(8)　採用した消費税等の会計処理
　消費税等の会計処理は、税込方式によっています。
　ただし、水道事業会計については、税抜方式によっています。

２．重要な会計方針の変更等
(1)　会計方針の変更
　　重要な会計方針の変更はありません。

(2)　表示方法の変更
　　重要な表示方法の変更はありません。

(3)　資金収支計算書における資金の範囲を変更
　　重要な資金の範囲の変更はありません。

３．重要な後発事象
(1)　主要な業務の改廃
　　主要な業務の改廃はありません。

(2)　組織・機構の大幅な変更
　　組織・機構の大幅な変更はありません。

(3)　地方財政制度の大幅な改正
　　地方財政制度の大幅な改正はありません。

(4)　重大な災害等の発生
　　重要な災害等の発生はありません。

(5)　その他重要な後発事象
　　その他重要な後発事象はありません。

４．偶発債務
(1)　保証債務及び損失補償債務負担の状況

中小企業振興金融融資保証債務残高　266,150千円
但し、当町の損失補償割合は、責任共有制度の負担金方式を選択した金融機関分にあって
は、80%を乗じた上、60%を乗じて得た金額です。）

(2)　係争中の訴訟等
重要な係争中の訴訟はありません。

(3)　その他主要な偶発債務
その他主要な偶発債務はありません。



５．追加情報
(1)　対象団体（会計）の一覧、連結の方法及び対象と判断した理由
　① 全部財務書類の対象範囲は次のとおりです。

特別会計　　　国民健康保険特別会計
　　　　　　　介護保険特別会計
　　　　　　　後期高齢者医療特別会計
公営企業会計　水道事業会計
　　　　　　　下水道事業会計

　②　特別会計、地方公営企業会計は、すべて全部連結の対象としています。

(2)　出納整理期間
　地方自治法第235条の5に基づき、出納整理期間を設けられている会計においては、出納
整理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としてい
ます。
　なお、出納整理期間を設けていない団体（会計）と出納整理期間を設けている団体（会
計）との間で、出納整理期間に現金の受払い等があった場合は、現金の受払い等が終了し
たものとして調整しています。

(3)　表示単位未満の取扱い
千円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があります。

(4)　売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。
　① 売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。
　　ア 範囲
　　　　売却予定とされている公共資産
　　イ 内訳
　　　　該当なし
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